
お詫びと訂正　　広報なんたん11月号の記事に次のとおり誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
13ページ…（誤）藤林裕子さん⇒（正）藤井裕子さん
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▲同年代の講師からゆっくり指導を受けます

▲一人ずつ超音波の撮像を体験しました

▲感謝状を授与される杉山輝男さん（右）

　診療放射線技師の育成を目指す学
校法人島津学園京都医療科学大学
で、公開講座「夏休み体験学習－医用
画像はこんなに面白い」を開催。小学
生を対象としたのは初めてで、市内の
小学５、６年生11人とその保護者らが
参加。パソコンを使って野菜や人体の
断面図などを見た後、校内のＸ線ＣＴ
やＭＲＩなど体の中を映す医療用機器
を見学しました。また超音波を使っ
て、人体模型で一人ずつ臓器などを撮
像しました。

　道の駅「京都新光悦村」（園部町曽
我谷）が、平成15年のオープン以来５周
年を迎え、記念式典とイベントを開催さ
れました。式典では、５年間の経過が報
告されたほか、地元特産品の開発や販
売充実に貢献されたとして、財団法人
園部町農業公社の野中一二三理事長か
ら、杉山輝男さん（丹波栗・園部町口
司）と、あけぼの学園るりけい寮（いち
ご・園部町南八田）に感謝状が贈呈。来
店者にお買い物券などが当たるお楽し
み抽選会や地元埴生太鼓の演奏、とう
がらしのつかみどりなど多彩なイベント
で盛り上がりました。

　おおむね60歳以上のシニア世代を対象
に、７月５日から全４回にわたるパソコンの
初心者講座が、財団法人南丹市園部国際
学園都市センター主催で開講されました。
本講座は、同年代のボランティア講師に、
電源を入れるところからゆっくりと指導を
受ける内容で、10人の定員枠に50人を超え
る応募がありました。抽選により決定され
た受講生は、一つ一つの操作を確かめなが
らパソコンに親しみました。今後、講座数
を追加して開講される予定です。
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　南丹市体育指導委員会が中心となって
昨年から普及種目として取り組んでいる生
涯スポーツ「ビーチボール」の教室が、市内
の４地域で行われました。ボールが柔らか
く、スピードも比較的遅いので小学生から
シニア世代まで誰でも気軽に楽しめる、富
山県朝日町で考案されたニュースポーツ。
バドミントンのダブルスコートを使用し、１
チーム４人で打ち合います。今後、９月20日
には地区別、10月26日には市全体で初心
者でも参加できる交流大会を予定。大会
のお問い合わせは社会教育課まで。

（
７
／
５
　
シ
ニ
ア
・
パ
ソ
コ
ン
講
座
）

　美山町知井の美山山村留学セ
ンターで、１泊２日の「夏の体験留
学」が実施されました。小学１年
から４年生の８人の子どもたちが
大阪府、滋賀県、京都市内から参
加。初めて会った子ども同士、指
導員やスタッフとも、わずか数時
間でずっと一緒にいる仲間のよう
に仲良くなりました。センター近
くの清流での川遊びやスイカ割
り、自分たちでトラップ（わな）を
作って虫捕りや魚つかみ、野菜の
収穫や飯ごう炊さんなど、自然あ
ふれる山里で生き生きと元気いっ
ぱい活動しました。
　子どもたちは、全身で豊かな自
然を感じ、２日間の思い出を胸
に、夏色を増してそれぞれ住むま
ちへと帰っていきました。
　当センターでは、夏と冬に体験
留学生、そして１年間の長期留学
生を受け入れられています。
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▲河原でスイカ割り「ちゃうちゃう！こっち！」「どっち？！」
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まちの話題を紹介します

▲「ビーチボール、当たっても痛くないよ」

　国際協力機構（ＪＩＣＡ）の日系社
会青年ボランティアとして、南米のボ
リビアに派遣される吐山知志さん
（園部町）が、6月16日南丹市長を表
敬訪問されました。
　吐山さんは、インドネシアの大学で
の日本語教師経験を生かし、ボリビ
アのラ・パス日本人会日本語普及学
校で２年間、現地教師の育成指導や
上級クラスの生徒への指導にあたら
れます。「ボリビアと日本の友好親善
に貢献したい」との抱負を胸に赴任
されました。

▲市長の激励を受け、握手を交わす吐山さん（左）
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　南丹市生きがい活動支援通所事業として月に４回開
催している園部北部コミュニティーセンターの「ふれあ
い教室」では、元桐地域の高齢者12人が集い、軽い運
動や絵手紙、陶芸などを通して楽しく交流されていま
す。その活動の中で、社会貢献の一つとして地域の保育
所の運動会で使う紅白の玉作りをしようと、６月下旬か
ら始められました。できあがった100個の紅白の玉は、８
月26日に教室参加者から園部保育所の園児たちへ手渡
され、園児からはお礼に歌が贈られました。
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お詫びと訂正 広報なんたん６・７月号の記事に次のとおり
誤りがありました。お詫びして訂正します。

４～５ページ…
（誤）西胡麻地区消防協力隊⇒（正）西胡麻区消防協力隊


